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１．はじめに 
各種災害に対するハザードマップの整備が進められてい

るが，避難行動に結びつかない・避難が遅れるといった課

題が発生している．広島県の西日本豪雨災害に関する調査

によると土砂災害警戒区域内の住民で何らかの避難行動を

とった人は 30%であり，このうち避難所・親戚友人宅への

避難が 13%，自宅内避難 17%であり，土砂災害警戒区域の

住民の 70%は避難しなかった．また、避難した人のうち発

災前に避難したのは 21%であった．ハザードマップや避難

情報が早期避難に結びつかないとう課題に対処する方法と

して，災害図上訓練 （DIG, Disaster Imagination Game）の

手法を用いた地域住民自身による防災マップの作成が有効

であるが 1)，東広島市では本手法の適用事例はない．東広

島市は平成 30年西日本豪雨災害で市全域が被災し，市民の

多くが軽重はあるものの災害を体験した状況にあることか

ら，DIG の手法（図₋1）により地域と連携して防災マップ

作りを行うとともに防災教育手法を開発することとして，

東高屋小学校区全 18区を対象として実施した． 

２．高屋東地区の構成と被災状況 
高屋東小学校区は図₋2 に示すように山陽本線 JR 白市駅

の北側に位置し，平安時代以降門前町・城下町として栄え

た白市地区を中心とした 18区からなり，人口は約 4700人,
世帯数は 1493 である 2)．2018 年 7 月の豪雨災害に際して

は，広島県のまとめでは東広島の被害は土砂災害個所 91
個所，死者 13名（内土砂災害 8名）であったが，当校区で

は人的被害は発生しなかったものの地域住民の調査では

181 個所の被害が報告されていた．防災マップ作りでは大

きく 5ブロックに分けることにしたが，世帯数（被害個所

数）は白市・ネオポリス東広島地区 570（12），沖・沖東・

陽晃台地区 496（24），A・C・D 住区・中筋地区 272（19），
貞重 65（68），是国・岩友・丸友・入寺地区 90（58）であ

る．特に北側の

山間部における

土石流や斜面の

り面崩壊，出水

による床下浸水，

田畑被害が卓越

している．その

他の地区におい

ても斜面・のり

面崩壊，河川侵

食による道路崩

壊などが発生し

ている．当校区

は各所で地形の

起伏が多くあり，

雨水の流下により

道路が川になる状

況が確認されており，避難時に避難路が危険な状況となる

可能性が考えられた．避難行動については 2事例であった

が，より大きな災害時想定した場合の避難のルール化が重

要と考えた．  
３．ＤＩＧの取り組みと確認された課題 
 DIGワークショップは高屋東小学校区住民自治協議会の

主催で役員（会長・部会長ほか）および 18区の代表・有志・

消防団ら計39名で構成している．写真₋1はStep-1室内DIG
（同上段），Step-2 防災まち歩き（同中段），Step-3 防災マ

ップ作成（同下段）の活動状況を示したものである． 
Step-1 では被災直後にまとめた被害個所台帳の情報を白

地図上に記入し，土砂災害警戒区域図を記入するなどの作

業により当小学校区全体における災害当時の状況や避難の

情報を共有した．被害の特徴は，①道路のり面・住宅裏山

斜面・竹藪の崩壊，②道路が川になる・池が溢れる，③団

地の表流水が 3方向から 1箇所に集中するなどであった． 
これらをもとに防災まち歩きでは①通学路・集会所の安

全性，②谷部や道路において水が集中する箇所の確認，側

溝閉塞と管理の必要性などを確認しながら避難のタイミン

グを留意点とした． 
Step-2 の防災まち歩きでは，5 ブロックの広域が対象と

なるころから 2回に分けて地域リーダーの案内のもとで被
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図-2 高屋東小学校区 18 区と

2018年 7月豪雨の被害個所数 

 
図-1 DIGのフロー（参考文献 1)を加工） 
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害個所の写真や災害発生時の状況をヒアリングし記録した． 
このまち歩きでは，道幅，災害幅，道路勾配，浸水深な

ど気づいた箇所についてポールと巻き尺で概略計測した．

防災まち歩きの参加者は延べ約 60人であった．  
Step-3 では，Step-1 のマップ上に Step-2 のまち歩き写真

や記録を記入して防災マップの最終様式を意見交換した． 

 

 

写真-1 各Stepにおける活動状況（上段：室内DIG，中段：防 

災まち歩き，下段：防災マップ作成） 
４．防災マップ作成の視点 
 ３．の取り組みをもとに防災マップは図-3に示すように

以下の視点で作成することとした．  
①マップをよりリアルにするために国土地理院の災害直後 
の航空写真を使用することに変更した 4)． 
②しかし，地形の起伏が不明瞭のため，谷からの表流水や

主要な避難路における表流水の流れを矢印で示した．これ

によって防災マップに地形の三次元性を補うこととした． 
③高屋東地域センターが第一避難所に指定されているため，

ここへの避難を前提とする．集会所を当該地区の一時避難

所とする考え方もあったが，表流水が集まる集会所では再

度避難所に変更する場合には避難遅れとなる懸念がある．  

 
図-3 防災マップ作成において留意した主な視点 

④避難路の安全性が懸念されることから，複数の避難路や

迂回路の考え方を示すことにより，防災マップに時間の要

素を組み入れることとした．これによってこの小学校区で

は警戒レベル 3における早期の避難行動を表示した． 
⑤各世帯に配布する防災マップは A2 版とし，中央に A3
版の航空写真（土砂災害警戒区域図付 5））を配置した．地

図上に災害個所や避難所・避難場所の番号を付し，周囲に

番号に対応する写真と注意点を配置する様式で「わがまち

防災マップ スマイルプランⅡ」を作成した（図-4）． 
⑥各世帯への配布は世帯に関連したマップだけでなく，全

ブロックのマップを配布することによって小学校区全体を

把握できるようにした. 

 

図-4 高屋東小学校区で作成した防災マップ 
５．あとがき 
 東広島市高屋東小学校区 18 区において DIG 方式を用い

た地域との連携によって上述する防災マップを作成した．

この作成が地域の防災・減災対応へのスタートであり，今

後の災害に向けた防災マップの活用について地域への周知

とともに災害時の情報伝達を考慮した防災訓練が重要と位

置付けている．さらに，防災マップが未整備の小学校区に

おいて防災マップ作成の支援により地域の防災教育に繋げ

ていくことを考えているところである． 
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